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1. ラッテ肝細胞核における C14オロチン酸の取
込み
永田一郎
蛋白質生合成における遺伝子 DNAの情報伝達に
関して MessengerRNAのはたらきが問題になっ
ているが，特にその塩基組成と代謝活性については
注目されている。著者は Wister種幼若ラットに
C14オロチン酸(ピリミジン前駆体〉を腹腔内注射
し， 2時間後肝を摘出，遠心分画法によって核を調
整し，その DNA及び RNAの代謝活性を調べた。
その成績は: (1) Phenol法によって抽出した 
DNAを Ecteola-cellulose column R.よって 
Stepwise-chroma tographyを行うと， 4種の DNA
分画が得られるが，そのうち C14活性の認められる
のは第2分画 (0.6N NaCl R.より融出)のみであ
る。 (2)細胞核の 0.01M phosphate懸濁液を超音
波処置し同様のクロマトを行うと五つの主分画が得
られるが活性の著しいのはそのうちの 3分画で，乙 
の各分画より抽出した RNAは何れも radioactive
であったが DNAは(1)同様第 2分画にのみ活性が
見られた。第 2分画の RNA:DNA量の比は 1:1 
であった。以上の結果から現在この第2分画の塩基
組成測定を行い，その代謝的意義を追永している。
2. 実験的子宮頚癌の研究(第 2報)
永田一郎，武田 敏，加藤嘉市
マウスにおける子宮癌発生実験を 3期に分けて行
った。第 1期は予備実験で，手術法と塗布法を試み 
Tこ。実験期間 146日で，手術法を行ったものでは 8
匹中 6匹に発癌をみたが，塗布法を適用した 42匹
では 1例にも癌発生をみなかった。第2期は，多少
改良した手術法により，発癌物質を扇平上皮のみに 
作用させた群と円柱上皮領域に作用させた群につい
て観察した。今回は使用マウスの年令も老若の 2群
に分けてみた。作用期間 1週で扇平上皮領域群で
は 17匹中 5匹に扇平上皮癌の発生をみたが，円柱
上皮領域群K円柱上皮癌の発生はなかった。なお老
群は手術侵襲による死亡率は高いが，発癌率も若年
群より高いという結果を得た。第 3期実験は領域を
区別しない単純挿入法で 100匹に手術を行ない発癌
過程を追うものである。作用期間 13週の 7匹では
上皮の増殖等の変化はあるが，癌化の徴は未だな
く，今後 14週目以下のものについて， 10匹前後ず 
つ段階的に発癌経過を観察して行く予定である。
3. コルポミクロスコピーの研究(第 1報)
外丸和弘 
Antoine等により始められたコルポミクロスコ
ピーは，生体の子宮頚陸部表面に染色を施し，投射
光顕微鏡で視野内の主として細胞像を個々について
および相互の関係について観察する臨床的検診法で
ある。私は千大産婦人科外来で癌検査を必要とする 
144例につき本法， コjレポスコピー，塗抹細胞診を
施行し，組織学的に確認された癌 16例中 14例を正
診， 2例を疑診した。 これら 16例中 5例は肉眼診
で癌， 6例は疑悪性， 5例はその他であった。非癌
を誤って癌としたものはなかったが，良性とも癌と
も判定できない異常細胞像，即ち疑診例が上記癌2
例を含めて 14例存し，異型および不穏上皮各 4例， 
異常上皮およびその他の良性組織像各2例であった 
ζ とは，いわゆる dyskaryoticcellsか癌細胞であ
るかの鑑別がときに困難であることを示している。
本法はその特殊性から幾つかの欠点も有するが，コ
Jレポスコピー，塗抹細胞診に次ぎ興味ある検診方法 
であろう。
4. 流血中癌細胞(第 3報〉
戸沢 澄，稲葉博満
一昨年，昨年の報告に続いて今回はさらに多数症
例の子宮頚癌，性器癌についての流血中癌細胞の動
態を検討した。 106例の癌症例の内訳は子宮頚癌 O
期からlV期迄 90例，子宮体癌 7例，外陰癌2例，
